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この地域の上流側にある 6 つのアメダス観測点では、2020 年 7 月 3 日から 4 日までの 48 時間
で、418.5mm から 497.0mm の雨量が記録された。これは、人吉市総合防災マップ（人吉市、
2017）の浸水想定における雨量（48 時間で 440mm）と同規模であった。7 月 3 日明け方から降
り始めた雨は、7 月 4 日午前 0 時ころより急激に降水量が増加し、以降、10 分間降水量で 10mm
を超える豪雨が、三度、断続的に発生した。この結果、24 時間雨量では 50 年確率降水量（気
象庁、2020a）を超過し、かつ、球磨川では、既往最高水位（2015 年 6 月 6 日、4.16m）を超過
した。人吉市では 7 月 4 日午前 5 時 15 分に避難指示が発令されたものの、球磨川やその支流
で氾濫が生じ、氾濫流による建物・橋梁の破壊・流失、および浸水による被害が生じた。また、
19 名の死亡が確認された（7 月 11 日時点）。  
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1) 球磨川上流部のアメダス 6 地点の降水量






















図 1 球磨川上流域のアメダス 6 地点の 48 時間雨量 




アメダス観測点における 7 月 3日から 4日までの
48 時間の 10 分間雨量、累積雨量および球磨川の水
位変化を示した（図 2）。雨量の変化を見る限りでは、













既往最高水位（2005 年 9 月 6 日、4.16m（国土交通
省、2020））を超過し、欠測する直前の 7 月 4 日午


















図 2 アメダス人吉観測点での 48 時間雨量と球磨川の水位 
7 月 3 日から 4 日までの 48 時間の 10 分間雨量と累積雨量、および球磨川の水位 
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 5.0m 以上の区域：紺色 
 2.0m 以上―5.0m 未満：青色 
図 3 人吉市における浸水想定と実績浸水深との偏差 
暖色系が想定超過、緑色が想定内、青色が想定を下回った地点。背景は、人吉市総合防災マップ（人吉市、2017）。 
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 1.0m 以上―2.0m 未満：水色 
 0.5m 以上―1.0m 未満：緑色 


































図 7 は、図 6 で示した地点から約 500ｍ東側に位置
し、球磨村の国道 219号線沿いの地点である。写真
図 5 典型事例として示した写真の撮影対象の位置 
数値は、図の番号を示す。背景は、人吉市総合防災マップ（人吉市、2017）。 
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た（図 11から図 14）。いずれも人吉市内である。 
 
 
図 11 では、浸水想定（0.5m 未満）を大幅に超過
し、約 2mの浸水被害が生じた。図 12は、青井阿蘇
















図 6 氾濫流による建物等の破壊・流失その 1（写真番号：N81_8532） 
球磨村渡地区。すぐ奥の斜面の麓が球磨川本流で、左が上流側、右が下流側。 
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図 8 氾濫流による建物等の破壊・流失その 3（写真番号：N81_8554、右上 N81_8459） 
球磨村渡地区。傾いた電柱、電線に残った漂流物（草、木、枝、瓦礫）。 
図 7 氾濫流による建物等の破壊・流失その 2（写真番号：N81_8546） 
球磨村渡地区。90 度時計回りに回転し、15m 流下、電柱に衝突して停止した建物。 
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図 10 氾濫流による建物等の破壊・流失その 5（写真番号：N81_8404） 
人吉市。青井阿蘇神社の禊橋の破損。浸水想定（2.0m 以上 5.0m 未満）としては想定内の浸水深（約 4m）。 
 
図 9 氾濫流による建物等の破壊・流失その 4（写真番号：N81_8505） 
球磨村。球磨川が共作部に入る直前の上流側にある二つのトラス橋（道路、鉄道）の落橋。 
8
防災科学技術研究所 調査速報 2020年 7月 14日 
  
図 12 想定外の浸水被害その 2（写真番号：N81_8445、左上 N81_8444） 
人吉市の青井阿蘇神社。実測浸水深、1.3m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
 
図 11 想定外の浸水被害その 1（写真番号：N81_8566） 
人吉市駒井田町。浸水想定（0.5m 未満）を大幅に超過（浸水深約 2m）した。 
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図 14 想定外の浸水被害その 4（写真番号：N81_8327） 
人吉市の水ノ手橋の冠水。球磨川に架かる他の主要な橋（大橋、人吉橋）も同様に冠水した。 
 
図 13 想定外の浸水被害その 3（写真番号：N81_8337） 
人吉市新町。浸水想定が無い地区での浸水被害。浸水深約 1m。 
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3) 想定内の浸水被害 
想定内の被害事例には、浸水想定が深い 3 地点の
事例を挙げた（図 15 から図 17）。図 15 は人吉市内




















測地点の分布（図 18）と各地点の写真（図 19 から








図 15 想定内の浸水被害その 1（写真番号：N81_8354） 
人吉市九日町。浸水想定（2.0m 以上 5.0m 未満）が深い地区。浸水深は約 4m。 
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図 17 想定内の浸水被害その 3（写真番号：N81_8543） 
球磨村渡地区の特別養護老人ホーム千寿園。浸水想定（5.0m 以上、気象庁）が深い地区。浸水深は約 3m。 
 
図 16 想定内の浸水被害その 2（写真番号：N81_8470） 
人吉市温泉町。浸水想定（2.0m 以上 5.0m 未満）が深い地区。浸水深は約 4m。 
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図 19 青井阿蘇神社境内北側の擁壁 
実測浸水深、1.45m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
 
図 18 青井阿蘇神社境内の浸水深実測地点と写真撮影位置 
人吉市の青井阿蘇神社。大局的には、浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を少し超過した。背景は地理院地図。 
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図 21 青井阿蘇神社境内にあるむすび回廊 
実測浸水深、1.35m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
 
図 20 青井阿蘇神社境内にある青井大神宮 
実測浸水深、1.3m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
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図 23 青井阿蘇神社境内にある建物（半地下構造） 
実測浸水深、2.0m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
 
図 22 青井阿蘇神社境内にあるトイレ 
実測浸水深、1.6m。浸水想定（0.5m 以上 1.0m 未満）を超過。 
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水量 地点別一覧表（51 地点）．閲覧日 2020年
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